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右大腿に発生した紡錘形細胞脂肪腫の 1 例

川村  大悟1　   中山  隆之1　   南雲  吉祥1　   金子  卓男1　   

池上  博泰1　   武者  芳朗1　   横内  幸2　  

　今回われわれは大腿に発生した紡錘形細胞脂肪腫の 1 例

を経験したので報告する .  症例は 71 歳男性 ,  13 年前に右

大腿前面のピンポン玉大の腫瘤に気付いた .  近医を受診し

た後に放置していたが顕著な増大を認めたため当科を受診

した .  腫瘍は右大腿前面に触知され ,  弾性軟で圧痛や熱感

はなかった .  単純 X 線では脂肪透過性腫瘍であった .  MRI

では皮下に局在し ,  内部は均一であり T1 強調像で低信号 ,  

T2 強調像で高信号を呈していた .  Gd で腫瘍全体に造影効

果がみられた .  針生検を行ったところ ,  組織学的には紡錘

形細胞の増生がみられ ,  間質は myxoid であったが lipo-

blast は認められなかった .  免疫染色で CD34 が陽性 ,  

STAT6 陰性 ,  MDM2 陰性であった .  以上から紡錘形細胞

脂肪腫と診断した .  針生検の結果を受けて摘出術を行っ

た .  術後経過は良好であり ,  術後半年で再発や転移は認め

ていない .  紡錘形細胞脂肪腫は ,  WHO 分類では多形細胞

脂肪腫と同義語とされる .  高齢の男性に多く ,  頚部や項部 ,  

上半身体幹部が好発部位とされる .  Adrian Marino En-

riquez らは 232 例を報告したが ,  大腿に発生した例は全体

の 10�であった .  

� 　1東邦大整形（大橋）　   2東邦大学医療センター大橋病院病理診断
科
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予後不良であった多発性良性線維性組織球腫の　
1 例
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 【緒言】  良性線維性組織球腫（benign fibrous histiocyto-

ma：以下 BFH）は皮膚に好発する良性腫瘍であり ,  通常

は切除のみで予後良好である .  多発発生例の報告がわずか

にあるが ,  その予後については明らかになっていない .  今

回われわれは長期経過の後に予後不良であった多発性

BFH の 1 例を経験した .  

 【症例】  82 歳男性 .  60 歳頃に左側胸部の皮膚腫瘤を自覚

しており ,  67 歳時に他院で切除を受けた .  77 歳時に同部

位に再発し ,  79 歳時に前医で切除を受けた .  81 歳時に

再々発して前医で再切除を受けた頃 ,  右大腿に腫瘤が出現

し当院を受診した .  右大腿内転筋内の腫瘍に針生検を行い

BFH と診断 ,  前医の標本をレビューして同一組織である

ことを確認した .  右大腿軟部腫瘍を広範切除した .  2 カ月

後 ,  右前腕に腫瘤が出現 ,  また左側胸部に再発病変が 2 カ

所出現したため ,  それぞれ広範切除を実施した .  いずれの

組織像も BFH であった .  その 3 カ月後 ,  全身に 30 カ所以

上の筋内病変と ,  10 カ所以上の肺病変が出現した .  悪性軟

部腫瘍に準じて pazopanib 400 mg�d の投与を開始した

が ,  7 週投与したところで認知低下と倦怠感のため緊急入

院となり投薬中止した .  画像上は PD であった .  1 カ月の

入院療養の後 ,  さらに認知低下と全身状態悪化を来し療養

型施設へ転医した .  

 【考察】  BFH が皮下や筋層下に発生した場合に deep 

BFH と呼び ,  再発率が高いため BFH と区別することが

あるが ,  本症例の初発病変の深度は明らかでない .  一方 ,  

BFH が転移を生じることは非常にまれで ,  死亡した報告

は過去に 2 例のみである .  良性で転移能を有さないとされ

ている BFH の多発発生を転移とみなすかは議論の余地が

あるところであるが ,  本症例では長期経過で再発を繰り返

している内に ,  同時多発的に短期間で多発病変が出現増悪

するという奇異な経過を辿った .  ﹁良性﹂という診断名で

あってもこのような経過をとる可能性を念頭に置く必要が

ある .  

� 　1がん・感染症センター都立駒込病院骨軟部腫瘍科　   2がん・感
染症センター都立駒込病院整形　   3がん・感染症センター都立
駒込病院病理


